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開催日時 平成２７年１１月２５日（水） １８時３０分～２０時００分 

開催場所 生涯学習センター（ミネルバ）２階 多目的ホール 

主な意見 

・要望等 

Ｑ１   玉野市の財政は、２〜３年で破綻するのではないのか？ 

対応  このままでは大変厳しい状況になっていくが、執行部・職員・議員が一丸となっ

て、財政健全化に向けて協議を重ねている。 

Ｑ２   ５年前に市民病院の会議があったが、その時に、医師・看護師の高給や入院日数が

１４日しかあずかれないと言っていた。岡大を頼りにすべきなのに、徳島県の医療法人

で大丈夫なのか？ 

対応  市民病院は資金不足となっているが、累積赤字の３８億円は減価償却分を含んで

いる。入院日数は急性期病院では２０日までというくくりはあるが、市民病院には

ない。徳島県の医療法人に運営を任せることになっても、岡大との関係は変わらな

い。 

Ｑ３   産婦人科がなくなり、私の息子は子育てができないと岡山市へ転居をした。市民病院

は機能をしていると言えるのか？議員はどのように考えているのか？ 

対応  産婦人科の再開は要望している。小児科で入院ができるのは市民病院のみとなっ

ており、市民の医療確保の意味からも、議会として市民病院は必要と考えている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 報告内容に関連した質問のみ記載しています。 
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開催日時 平成２７年１１月３０日（月） １８時３０分～２０時１５分 

開催場所 日の出ふれあい会館 １階 コミュニティ会議室 

主な意見 

・要望等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｑ１   海老名市の図書館を TRC と CCC が共同で運営しているが、選書や分類等の問題が

生じている。玉野市が指定管理とした TRC が全国的な問題となっているが、同様の手

法では玉野市にも混乱が生じる。市に説明はあったのか？市ではどのような選書をす

るのか？ 

対応  TRCからは、選書の問題等についてはCCCと考え方が合わないので、今後は関

係をもたず、TRCの手法で運営するので安心してほしいと説明があった。議会から

は、市民の意見を運用面に関しても取り入れるように要望をし、快諾を得ている。 

Ｑ２   図書館の指定管理は反対である。従来の公営で問題があったのか？今回の設計は

公民館と図書館が混在しているが、役割が違うので分けるべきではないか？メルカへ

の移転やホールがなくなることについて、市民の意見を十分に聞いたのか？ 

対応  指定管理での運営については、指定管理者が突然撤退した場合なども含め、かな

りの時間を費やし協議を行い決定した。現在の図書館は３階にあり、高齢者・障が

い者は上がりにくい。移転により、開架図書の問題等、今まで以上に有意義になる。

議会は、レイアウトについて静粛性・安全性等も考慮して議論を行い、市民の意見

も伝え改善した。 

Ｑ３  介護保険を支援する項目ばかりだが、もっと介護にならないよう考えるべきではない

か。介護認定について疑問があり、ピクニックに行くような気分でデイケアに行っている

がどうなのか？健康体操に力を入れている自治体では、介護保険料が 75%ですんでい

る。このような取り組みをするべきではないか？ 

対応 元気な人が介護認定を受けているのでないかということだが、専門の方が定めら

れた基準で認定している。健康体操に変わるものとして、百歳体操を行い支持され 
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開催日時 平成２７年１１月３０日（月） １８時３０分～２０時１５分 

開催場所 日の出ふれあい会館 １階 コミュニティ会議室 

主な意見 

・要望等 

 

ている。支援を受けている方も参加できるように、サロン事業等にも取り組んでい

る。 

Ｑ４  市民病院は、すでに役割を終えている。市民の７割が必要としているなら仕方がない

が、アンケートについても、きっちりと財政赤字等について述べてからとっているのか。

現状を知ったら違う結論になるのではないか？ 

対応 アンケートの中では、市民病院が必要だというほうが多くある。岡山で改築され

ている大きな病院は急性期病院で 20 日というくくりがあるが、市民病院にはない

ため、急性期治療を受けた後、市民病院に入院していただく等、市民の安心のため

に必要と考えている。 

Ｑ５ 平成博愛会が来年度に市民説明会を開くと聞いているが、その前に市民病院の必要

性について市民に問うべきではないか？市民は市民病院の３０億の赤字についてやっ

と知った所で、市内の地域によっては市民病院について考えが違う。赤字に危機感を

持っていない人のアンケートを重視しても乖離している。入院患者の地区別調査等して

いるのか？ 

対応 ２６年度末で３８億円の赤字となっているが、減価償却部分を含んでいる。平成

１９年より経営改善に取り組んできたが効果が見られず、医療コンサルも運営方法

を見直すべきとの調査報告があり、現在（平成２７年１１月３０日）徳島の平成博

愛会を指定管理者とするべきか、選定委員会で審議中となっている。平成博愛会に 

は、議会としても診療科や医師の関係等、適切な医療の体制づくりを申し入れして 

いる。入院患者の地域までは調査を行っていない。 

 



4 
 

開催日時 平成２７年１１月３０日（月） １８時３０分～２０時１５分 

開催場所 日の出ふれあい会館 １階 コミュニティ会議室 

主な意見 

・要望等 

Ｑ６  介護認定や医療負担について、数字をあげて示すべきではないか。市民病院の今 

後の方向性については、救急医療を重視して受け入れを断ることがないようにするの

か、産婦人科を重視するのか方向性は？ 

対応  医療保険の利用者と金額については、資料を持ち合わせていないため答えられな

いが、介護保険料については、高齢化率３５％で 64,000 人の人口に対して 22,000

人の高齢者となっており、そのうち要支援、要介護の方は約4,800人となっている。

保険料は第５期5,100 円であったものが、第６期では6,000 円でとなったが、区分

を９段階から１１段階に増やし、低所得者層にも配慮したものとした(※1)。市民病

院の方向性については、救急医療に力を入れていきたいと思っている。産婦人科に

ついても、再開して診療科も現状を維持するように要望している。 
    (※1)一定以上の所得がある人の負担割合を高めることにより基準額を抑えたことを意味する。 

Ｑ７  介護保険料が、８０万円の上下で一万円も違う。国民健康保険は黒字だと聞くが、この

黒字分を介護保険にまわせないのか。 

対応 制度が異なるため、黒字の配分は難しい。１１段階の区分の中で、市民税非課税

で８０万円を超える（※2）５段階目の方を基準額として、世帯状況や所得により

0.45 倍から 2.00 倍まで負担割合を細かく設定している。消費税増税に伴い、第１

段階から第３段階の方へ負担軽減を図る予定となっている。 

   （※2）「市民税本人非課税者かつ世帯課税者で、本人の課税年金収 入額と合計所得金額（マイナ 

       スの場合はゼロとみなす）の合計が 80 万円を超える方」ということを意味する。  

 

 

 

 

※報告内容に関連した質問のみ記載しています。 

 


